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は
じ
め
に

　

多
く
の
日
本
人
は
「
花
見
」
と
い
え
ば
サ
ク
ラ
の
花
見
を
連
想
す
る
で
あ
ろ
う
。
サ
ク
ラ
の
花
見
が
日
本
文
化
を
象
徴
す
る
文
化
事
象
で
あ
る
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
、
民
俗
学
を
は
じ
め
文
学
、
歴
史
学
な
ど
、
学
際
的
に
サ
ク
ラ
の
花
見
は
論
じ
ら
れ
、
膨
大
な
研
究
蓄
積
が
存
在
す
る
。
一
方
で
、
サ
ク
ラ
以
外

の
花
見
に
つ
い
て
の
研
究
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
卯う

づ
き
よ
う
か

月
八
日
に
行
わ
れ
る
花は

な
み見

の
伝
承
に
つ
い
て
論
じ
た
。

花
見
を
行
う
主
体
と
し
て
は
、
子こ

ど
も
に
よ
る
花
見
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
り
、
子
ど
も
の
花
見
に
は
幟
を
立
て
て
山
に
登
る
伝
承
と

ジ
ン
ト
リ
や
運
動
会
を
行
う
伝
承
の
二
類
型
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
花

見
を
行
う
場
所
は
、
高
い
と
こ
ろ
が
好
ま
れ
、
老
若
男
女
が
訪
れ
る
こ
と

の
で
き
る
開
放
的
な
場
で
あ
り
、
そ
の
場
所
は
同
時
に
卯
月
八
日
に

死し
し
ゃ
れ
い

者
霊
が
集
ま
る
と
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

　

以
上
に
加
え
て
、
花
見
が
死し

し
ゃ
く
よ
う

者
供
養
の
一
連
の
行
事
の
な
か
に
含
ま
れ

て
い
た
り
、
一
連
の
行
事
の
構
造
が
類
似
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、

青
森
県
と
岩
手
県
、
群
馬
県
、
兵
庫
県
で
行
わ
れ
る
卯
月
八
日
の
花
見
は
、

死
者
と
生
者
が
同
じ
時
間
と
場
所
で
過
ご
し
、
死
者
と
生
者
の
交
流
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
卯
月
八
日
の

花
見
に
は
、
盆
行
事
の
墓
前
飲
食
や
盆
小
屋
、
盆
が
ま
に
類
似
し
た
伝
承

が
み
ら
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】「
卯う

づ
き
よ
う
か

月
八
日
」「
花は

な
み見

」「
子こ

ど
も
」「
死し

し
ゃ
れ
い

者
霊
」「
死し

し
ゃ
く
よ
う

者
供
養
」

論
　
文
　
要
　
旨

卯
月
八
日
の
花
見

伊
　
藤
　
新
之
輔

22-12-169_011-伊藤新之輔氏.indd   19322-12-169_011-伊藤新之輔氏.indd   193 2023/02/16   9:49:552023/02/16   9:49:55



194

　

日
本
民
俗
学
で
は
、
古
く
か
ら
サ
ク
ラ
以
外
の
花
見
に
つ
い
て
関
心
が
示
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
柳
田
國
男
は
、「
桜
は
久
し
い
前
か
ら
の
日
本
の
国

の
花
で
あ
つ
た
が
、
春
毎
に
山
に
咲
い
て
之
を
見
に
出
る
の
が
花
見
で
あ
つ
た
」
と
い
い
、
歳
時
習
俗
の
中
か
ら
卯
月
八
日
の
花
摘
み
、
盆
前
の
盆
花
摘
み
、

正
月
前
の
松
迎
え
を
花
見
の
伝
承
と
し
て
紹
介
し
た（

１
）。

　

さ
ら
に
、
民
俗
学
で
は
花
見
の
多
義
性
に
も
注
目
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
野
呂
善
造
は
桜
を
見
物
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
「
花
見
」
が
青
森
県
下
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る（

２
）。

一
つ
は
、
津
軽
地
方
の
三
月
二
十
五
日
の
「
花
見
」
の
日
で
、
こ
れ
は
村
人
が
食
べ
物
を
持
ち
寄
っ
て
河
原
で
一
日

を
遊
ん
で
過
ご
す
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
大
人
は
付
近
の
畑
か
ら
ネ
ギ
や
ニ
ラ
を
採
っ
て
、
鍋
で
調
理
し
て
食
べ
、
子
ど
も
も
こ
れ
を
真
似
し
た
と
い
う
。
そ

し
て
、
も
う
一
つ
は
卯
月
八
日
に
行
う
「
花
見
」
で
あ
る
。
野
呂
は
下
北
郡
川
内
町
（
現
・
む
つ
市
）、
上
北
郡
百
石
村
（
現
・
お
い
ら
せ
町
）、
西
津
軽
郡
大

戸
瀬
村
（
現
・
深
浦
町
）
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
む
つ
市
旧
川
内
村
奥
戸
で
は
次
の
よ
う
に
「
花
見
」
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

　
　

�

子
ど
も
た
ち
が
男
の
子
も
女
の
子
も
一
緒
に
な
っ
て
、七
夕
祭
り
の
時
の
よ
う
に
、竹
の
枝
に
紙
で
飾
り
を
付
け
、そ
の
真
中
に
「
花
見
山
行
」（
ハ
ナ
ミ
、

サ
ン
ギ
ョ
ウ
）
と
書
い
た
大
き
な
紙
を
下
げ
、
こ
れ
を
持
っ
て
山
に
行
く
。
そ
し
て
一
日
山
で
遊
ん
で
、
帰
り
に
、
山
に
咲
い
て
い
る
花
を
採
っ
て
き
て
、

仏
様
の
前
に
供
え
る（

３
）。

　

こ
こ
で
は
「
花
見
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
る
が
、「
花
見
山
行
」
と
い
う
幟
の
文
句
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
山
行
き
が
行
事
の
主
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
帰
り
に
は
花
摘
み
を
し
、
そ
れ
を
仏
壇
に
供
え
て
お
り
、
死
者
供
養
と
の
関
連
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
野
呂
は
こ
う
し
た
「
花
見
」

が
和
歌
森
太
郎
の
い
う
「「
春
山
入
り
」
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
も
う
少
し
検
討
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る（

４
）」
と
、
花
見
の
多
義
性
に
つ
い
て
問
題

提
起
し
て
い
る
。

　

柳
田
國
男
も
、
こ
う
し
た
花
見
に
は
単
な
る
行
楽
行
事
と
し
て
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
男
女
の
出
会
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
花
見
の
行
わ
れ
る

場
所
の
死
者
供
養
と
の
関
連
を
「
し
だ
れ
桜
の
問
題
」
な
ど
で
示
し
て
い
た（

５
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
卯
月
八
日
に
は
「
花
見
」
な
ど
と
い
っ
て
山
野
に
出
か
け
、
集
団
で
飲
食
を
す
る
地
域
が
存
在
す
る
。
卯
月
八
日
を
花
見
の
日
と
す
る
要
因

の
一
つ
と
し
て
は
、
開
花
時
期
が
卯
月
八
日
に
重
な
る
か
ら
と
い
う
こ
と
が
実
際
の
民
俗
事
象
の
な
か
で
も
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
宮
城
県
松
島
町
で
は
、

四
月
八
日
頃
は
「
ツ
ツ
ジ
の
花
が
盛
り
で
あ
る（

６
）」
と
い
う
し
、
東
京
都
調
布
市
で
も
、「
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
が
桜
も
満
開
で
あ
っ
た
。
多
摩
川
の
堤
あ
た
り
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に
は
桜
も
た
く
さ
ん
植
え
て
あ
っ
た
の
で
、
よ
く
そ
こ
へ
見
に
い
っ
た（

７
）」

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
気
候
風
土
に
よ
っ
て
花
の
咲
く
時
期
は
異

な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
毎
年
同
じ
時
期
に
花
が
咲
く
と
は
限
ら
な
い
。
各
地
の
伝
承
を
み
て
い
く
と
、
卯
月
八
日
の
花
見
は
必
ず
し
も
花
を
観
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
場
で
共
同
飲
食
や
遊
戯
を
す
る
こ
と
を
「
花
見
」
と
い
っ
て
い
る
事
象
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
卯
月
八
日
に
行
わ
れ
る
花
見
の
伝
承
内
容
と
分
布
の
広
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
卯
月
八
日
に
行
わ
れ
る
花
見
の
意
義
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
。

一
　
花
見
を
行
う
主
体
と
場
所

　

現
在
ま
で
に
集
積
し
た
卯
月
八
日
の
事
例
一
四
六
三
例
の
う
ち
、
花
見
の
例
は
八
四
例
み
ら
れ
る（

８
）。

卯
月
八
日
に
花
見
を
行
う
地
域
は
【
分
布
図
１
】
の
よ

う
に
、
青
森
県
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
の
広
い
地
域
に
散
見
さ
れ
る
。
東
北
地
方
、
関
東
地
方
、
近
畿
地
方
に
ま
と
ま
っ
た
分
布
が
み
ら
れ
、
石
川
県
南
部
か
ら

福
井
県
北
部
、
岐
阜
県
南
部
、
三
重
県
に
か
け
て
の
地
域
、
中
国
・
四
国
地
方
、
九
州
北
部
に
は
分
布
が
み
ら
れ
な
い（

９
）。

（
１
）
花
見
を
行
う
主
体

　
【
分
布
図
１
】
で
は
、
花
見
を
行
う
主
体
に
つ
い
て
も
示
し
た
。
村
人
総
出
で
の
花
見
は
各
地
に
散
見
さ
れ
、
子
ど
も
が
行
う
花
見
は
青
森
県
、
岩
手
県
、

長
野
県
、
兵
庫
県
、
鹿
児
島
県
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
若
者
に
よ
る
花
見
や
男
女
別
に
行
う
花
見
は
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
群
馬
県
、
新
潟
県
と
、
東
日
本
に

み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
事
例
を
あ
げ
て
考
察
を
加
え
た
い
。

①
村
人
総
出
で
の
花
見

　

青
森
県
青
森
市
合
子
沢
・
岡
町
で
は
、
四
月
八
日
に
ム
ラ
を
上
げ
て
の
運
動
会
を
行
う
と
い
う（

（1
（

。
福
島
県
猪
苗
代
町
大
在
家
で
は
四
月
八
日
に
最
寄
り
の
高

い
見
晴
ら
し
の
よ
い
野
原
な
ど
で
「
高
山
の
び
き
」
と
い
う
共
同
飲
食
を
行
い
、「
三
味
線
や
笛
・
太
鼓
を
鳴
ら
し
、
村
中
の
人
が
輪
と
な
っ
て
歌
っ
て
踊
り
、
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底
抜
け
の
楽
し
み
を
味
わ
う（

（1
（

」
と
い
う
。
前
掲
の
東
京
都
調

布
市
の
事
例
で
は
、
多
摩
川
の
堤
の
桜
を
弁
当
持
参
で
見
に

行
き
、「
家
族
揃
っ
て
一
日
を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た（

（1
（

」
と

い
い
、
日
の
出
町
岩
井
で
も
、「
老
若
男
女
が
家
族
総
出
で

勝
峯
山
に
登
り
、
酒
肴
で
一
日
を
楽
し
ん
だ（

（1
（

」
と
い
う
。
以

上
の
ほ
か
に
、
集
落
の
者
が
総
出
で
出
か
け
る
花
見
は
、
新

潟
県
三
条
市
、
富
山
県
富
山
市
旧
大
山
町
、
兵
庫
県
相
生
市
、

加
西
市
福
住
町
、
大
分
県
津
久
見
市
、
鹿
児
島
県
肝
付
町
旧

内
之
浦
町
大
浦
・
船
間
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
群
馬
県
利
根
村
や
昭
和
村
で
は
、「
総
参
り
と

い
っ
て
区
長
の
指
揮
で
一
戸
一
人
以
上
は
出
て
山
に
登
っ

た
。
現
在
で
は
こ
の
総
参
り
の
風
は
廃
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ

の
遺
風
の
よ
う
に
、
村
役
に
当
っ
て
い
る
区
長
・
村
会
議
員

な
ど
が
登
拝
し
て
い
る（

（1
（

」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
村
人
総
出
で

は
な
い
も
の
の
、
各
家
か
ら
一
人
以
上
が
赤
城
山
を
登
る
の

で
あ
り
、
同
様
の
伝
承
と
も
い
え
る
。
加
え
て
、
岐
阜
県
高

山
市
旧
国
府
町
で
は
、「
五
月
八
日
に
安
国
寺
（
臨
済
宗
妙

心
寺
派
）
で
、宗
派
に
関
係
な
く
お
膳
に
ご
馳
走
を
入
れ
て
、

酒
と
一
緒
に
持
っ
て
行
き
、
皆
で
楽
し
ん
だ（

（1
（

」
と
い
い
、
寺

が
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
他
宗
派
の
人
々
も
と
も
に
花
見
を

【分布図１】卯月八日の花見とその主体
（記号：○花見、●総出、■子ども、▲男女・若者）
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楽
し
む
。
同
様
に
、
福
井
県
若
狭
地
方
や
京
都
府
舞
鶴
市
の
人
々
が
行
う
松
尾
寺
参
り
や
、
兵
庫
県
の
加
古
川
流
域
の
地
域
の
人
々
が
行
う
ハ
ナ
ハ
ジ
メ
で
も
、

特
定
の
寺
院
の
境
内
や
そ
の
周
辺
で
老
若
男
女
が
共
同
飲
食
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
は
、
村
人
総
出
で
花
見
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
花
見
が

行
わ
れ
る
場
に
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
集
ま
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

②
子
ど
も
に
よ
る
花
見

　

青
森
県
む
つ
市
大
湊
で
は
、
卯
月
八
日
の
花
見
は
「
主
と
し
て
子
供
た
ち
の
行
事
だ
っ
た（

（1
（

」
と
い
う
。
子
ど
も
が
野
山
な
ど
に
集
ま
っ
て
行
う
花
見
は
、
青

森
県
む
つ
市
旧
大
畑
町
・
旧
川
内
町
・
旧
脇
野
沢
村
、
今
別
町
、
東
通
村
、
外
ヶ
浜
町
旧
三
厩
村
、
風
間
浦
村
、
岩
手
県
釜
石
市
、
長
野
県
上
松
町
、
兵
庫
県

姫
路
市
、
相
生
市
、
鹿
児
島
県
姶
良
市
旧
姶
良
町
に
も
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
福
井
県
高
浜
町
で
は
、
卯
月
八
日
に
「
オ
ヒ
サ
ン
ム
カ
エ
・
オ
ヒ
サ
ン
オ
ク
リ
と
言
っ
て
、
早
朝
弁
当
を
持
ち
子
供
を
つ
れ
て
、
太
陽
に
向
っ
て
ひ

た
す
ら
、
東
の
方
向
へ
と
歩
い
て
い
く
。
正
午
、
お
天
道
さ
ん
の
真
下
で
昼
食
を
た
べ
、
今
度
は
太
陽
を
追
っ
て
西
へ
西
へ
と
歩
き
、
青
葉
山
の
中
腹
に
あ
る

松
尾
寺
に
詣
で
、
落
日
を
見
送
っ
て
か
ら
帰
途
に
つ
い
た（

（1
（

」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
連
れ
て
遠
出
し
つ
つ
、
共
同
飲
食
を
行
っ
て
い
る
。

大
阪
府
豊
能
町
牧
で
は
、「
こ
の
日
、
高
い
山
に
子
供
を
連
れ
て
登
る（

（1
（

」
と
、
山
上
で
花
見
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
様
に
子
ど
も
を
連
れ
て
行
く
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
花
見
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
わ
ざ
わ
ざ
子
ど
も
を
連
れ
て
行
く
こ
と
は
、
特
別
な
意
味
が
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
花
見
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

③
若
者
に
よ
る
花
見
・
男
女
別
に
行
う
花
見

　

岩
手
県
大
船
渡
市
旧
三
陸
村
越
喜
米
で
は
、

　
　

�

四
月
八
日
は
秋
葉
講
で
、
氷
上
山
、
五
葉
山
に
女
が
参
る
。
昔
は
女
人
禁
制
だ
っ
た
。
こ
の
山
は
田
の
神
、
ゴ
ナ
イ
神
様
、
山
王
神
様
、
産
神
様
が
ま
つ
っ

て
あ
り
、
若
い
者
で
行
き
た
い
仲
間
が
、
ま
ず
囲
炉
裏
を
清
め
て
、
握
飯
を
作
っ
て
行
き
、
五
葉
山
の
手
前
の
川
で
手
足
を
洗
い
う
が
い
を
し
て
、
賽
銭
、

米
を
も
洗
い
、
わ
ら
じ
を
ぬ
ぎ
か
え
て
登
っ
た（

（1
（

。
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と
、
若
い
女
性
が
潔
斎
し
た
後
に
山
へ
登
っ
て
食
事
を
す
る
。
青
森
県
む
つ
市
旧
脇
野
沢
村
滝
山
・
源
藤
城
で
は
、「
ク
ラ
ダ
イ
山
へ
男
た
ち
が
酒
食
を
持
っ

て
女
た
ち
は
寺
子
屋
へ（

（2
（

」
と
、
男
女
が
分
か
れ
て
花
見
を
行
う
。
大
分
県
姫
島
村
で
は
、
旧
暦
四
月
八
日
は
「
女
性
が
集
ま
っ
て
カ
ン
コ
ロ
団
子
、
イ
モ
キ
リ

の
接
待
が
あ
っ
た
、
女
性
ば
か
り
の
集
ま
り
で
無
礼
講
で
あ
っ
た
。
亭
主
の
悪
口
を
い
っ
て
も
親
の
悪
口
を
い
っ
て
も
大
目
に
み
ら
れ
た
、
焼
酎
に
砂
糖
を
入

れ
て
飲
み
、
歌
っ
て
踊
っ
て
騒
い
だ
。
女
性
が
一
年
中
で
一
番
た
の
し
い
日
で
あ
っ
た（

（2
（

」
と
い
い
、
女
性
だ
け
の
花
見
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
主
に
若

者
が
行
う
花
見
は
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
や
赤
城
山
麓
の
村
々
で
の
赤
城
山
へ
の
登
拝
、
上
野
村
で
の
オ
タ
ケ
山
登
拝
、
新
潟
県
三
条
市
の
薬
師
行
事
で
も
み
ら

れ
る
。
三
条
市
で
は
、「「
五
百
川
薬
師
（
下
田
村
）
の
ム
コ
さ
が
し
、
長
嶺
薬
師
の
ヨ
メ
さ
が
し
」
の
言
葉
が
聞
か
れ
る
ほ
ど
で
、
若
者
た
ち
が
大
勢
出
掛
け

た（
（2
（

」
と
い
い
、
若
者
が
行
う
花
見
は
、
柳
田
國
男
が
指
摘
し
た
よ
う
に
男
女
の
出
会
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
花
見
の
場
を
男
女
に
分
け
て
い
る
花
見
は
、
花
見
の
場
が
女
人
禁
制
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

前
掲
の
む
つ
市
旧
脇
野
沢
村
の
事
例
で
は
、
ク
ラ
ダ
イ
山
が
女
人
禁
制
の
山
で
あ
る
た
め
、
女
性
は
寺
子
屋
で
花
見
を
行
う
の
で
あ
ろ
う
。
東
通
村
で
は
、「
婆

た
ち
が
、
寺
子
屋
に
集
ま
っ
て
飲
食
し
た（

（2
（

」
と
い
う
が
、
女
性
が
寺
子
屋
で
花
見
を
行
う
の
は
、
花
見
の
場
が
山
岳
信
仰
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
女
人
禁

制
の
地
と
さ
れ
た
こ
と
が
伝
承
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
姫
島
村
の
例
は
、
上
巳
節
供
と
の
関
連
も
う
か
が
え
、
花
見
に
み
ら
れ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
問
題
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る（

（2
（

。

（
２
）
花
見
を
行
う
場
所

　
【
分
布
図
２
】
は
卯
月
八
日
に
花
見
を
行
う
場
所
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
花
見
を
行
う
場
所
と
し
て
山
が
選
ば
れ
て
い
る
地
域
が
多
く
、
特
に
高
い
山
や

見
晴
ら
し
の
よ
い
高
い
場
所
で
行
う
と
い
う
例
が
み
ら
れ
る
。
川
や
浜
な
ど
の
水
辺
で
行
わ
れ
る
地
域
も
あ
り
、
鹿
児
島
県
で
は
浜
で
花
見
を
行
う
。
家
や
庭

先
に
花
を
飾
っ
て
花
見
を
す
る
例
は
岩
手
県
や
山
形
県
、
千
葉
県
、
兵
庫
県
に
み
ら
れ
る
。
東
北
地
方
か
ら
新
潟
県
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
薬
師
堂
な
ど
の

薬
師
如
来
を
祀
る
場
所
で
花
見
を
行
う
例
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

①
山
・
高
い
山
・
高
い
場
所
で
の
花
見

22-12-169_011-伊藤新之輔氏.indd   19822-12-169_011-伊藤新之輔氏.indd   198 2023/02/16   9:49:552023/02/16   9:49:55



199

　
【
分
布
図
２
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
卯
月
八
日
の
花
見
は

山
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
形
で
あ
る
。
そ
し
て
、
高
い
山

や
高
い
場
所
で
花
見
を
行
う
の
が
好
ま
れ
て
い
る
。

　

青
森
県
風
間
浦
村
で
は
、「
立
石
大
明
神
」
が
花
見
の
場

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
山
の
中
腹
に
あ
る
大
き
な
岩
に

祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う（

（2
（

。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
頂
上
で
は

な
く
て
「
山
の
中
腹
」
で
花
見
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

む
つ
市
旧
大
畑
町
正
津
川
で
は
、
集
落
の
「
近
く
の
山
」
で

花
見
を
行
う
と
い
い（

（2
（

、
む
つ
市
旧
大
畑
町
の
ジ
ン
ト
リ
（
後

述
）
の
会
場
と
な
る
大
安
寺
も
山
裾
に
あ
る
寺
院
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
む
つ
市
旧
脇
野
沢
村
で
は
、「
脇
野
沢
村
滝
山

部
落
の
入
口
近
く
に
、
小
高
い
岩
山
が
あ
り
、
蔵
平
山
と
い

う
。
昔
こ
こ
に
天
狗
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
旧
四
月
八

日
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
こ
こ
に
遊
び
に
行
き
、
岩
肌
に
手

を
当
て
て
温
い
と
、「
天
狗
様
が
火
を
た
い
た
跡
だ
」
と
言
っ

た
り
し
た（

（2
（

」
と
、子
ど
も
が
蔵
平
山
と
い
う
「
小
高
い
岩
山
」

に
遊
び
に
行
っ
て
い
る
。
岩
手
県
大
船
渡
市
旧
三
陸
村
下
甫

嶺
で
も
、「
お
釈
迦
様
が
降
り
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
四
月
八

日
に
は
酒
、そ
の
他
を
持
っ
て
、あ
ま
り
高
く
な
い
山
に
登
っ

て
お
い
わ
い
を
す
る（

（2
（

」
と
、「
あ
ま
り
高
く
な
い
山
」
で
花

【分布図２】花見を行う場所
（記号：△山、▲高い山・高い場所、○川、●浜、
　　　 ■：家・庭先、×薬師堂）
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見
を
行
う
と
い
う
。
前
掲
の
福
島
県
猪
苗
代
町
で
は
、「
高
山
の
び
き
」
と
い
っ
て
、「
最
寄
り
の
、
高
い
見
晴
ら
し
の
よ
い
野
原
な
ど
で
、
各
自
重
箱
を
持
ち

寄
り
で
野
外
共
同
飲
食
を
す
る（

（2
（

」
と
い
う
。

　

同
様
に
、
大
阪
府
能
勢
町
で
は
、「
昔
は
こ
の
日
、
酒
・
手
肴
（
簡
単
な
料
理
）・
巻
き
ず
し
等
を
持
っ
て
、
近
く
の
ツ
ツ
ジ
の
咲
い
た
見
晴
ら
し
の
よ
い
山

に
出
か
け
、
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
た（

（3
（

」
と
い
い
、
豊
能
町
牧
で
は
、「
こ
の
日
、
高
い
山
に
子
供
を
連
れ
て
登
る（

（3
（

」
と
い
う
。
滋
賀
県
東
近
江
市
旧
五
個
荘

町
で
は
、「
石
塚
で
は
観
音
寺
山
や
川
並
山
へ
行
っ
た
と
い
い
、
奥
で
も
少
し
遠
出
す
る
の
が
慣
習
で
あ
っ
た（

（3
（

」
と
、
山
な
ど
に
出
か
け
る
と
い
う
が
、「
少
し
」

遠
出
を
す
る
の
だ
と
い
う
。
京
都
府
亀
岡
市
川
関
で
は
、「
こ
の
日
は
高
い
所
へ
登
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
、
愛
宕
山
へ
登
る
者
も
い
た（

（3
（

」
と
い
い
、
和
歌
山
県

橋
本
市
で
は
、「
近
く
の
山
で
遊
ん
だ（

（3
（

」
と
い
う
。
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
佐
潟
で
は
、
ヒ
ナ
ジ
ョ
祭
り
と
い
っ
て
、
一
年
の
間
に
生
ま
れ
た
女
児
を
祝
う
行
事

が
「
眺
め
の
よ
い
場
所（

（3
（

」
で
行
わ
れ
る
。

　

花
見
を
身
近
な
場
所
に
あ
る
山
で
行
う
事
例
は
多
い
が
、福
島
県
猪
苗
代
町
や
大
阪
府
能
勢
町
の
事
例
の
よ
う
に
、そ
れ
は
見
晴
ら
し
の
よ
い
「
高
い
山
」「
高

い
場
所
」
で
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
高
い
場
所
で
花
見
を
行
う
の
か
を
兵
庫
県
の
花
見
の
実
態
か
ら
考
察
し
た
い
。

　

姫
路
市
で
は
次
の
よ
う
に
卯
月
八
日
に
花
見
を
行
う
。

　
　

�

子
ど
も
た
ち
は
水
筒
に
甘
茶
を
入
れ
、
あ
ら
れ
や
豆
を
炒
り
、
弁
当
を
持
っ
て
、
近
く
の
山
や
川
・
浜
で
半
日
を
遊
ん
だ
。
荒
川
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は

法
輪
寺
で
甘
茶
を
も
ら
い
、
す
べ
り
山
へ
い
く
。
手
柄
の
子
ど
も
た
ち
は
三
和
寺
で
甘
茶
を
も
ら
い
、
手
柄
山
で
遊
ぶ
。
花
田
町
は
御
国
野
町
深
志
野
の

山
や
天
川
へ
、
飾
磨
区
妻
鹿
で
は
れ
ん
げ
畑
で
弁
当
を
開
き
、
お
旅
山
や
荒
神
さ
ん
へ
お
参
り
す
る（

（3
（

。

　

こ
こ
で
は
、
甘
茶
を
貰
っ
た
子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
「
近
く
の
山
や
川
・
浜
」
へ
出
か
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
所
は
近
隣
の
地
域
に
あ
り
、「
す

べ
り
山
」「
手
柄
山
」「
深
志
野
の
山
」「
お
旅
山
」
と
、
特
に
山
へ
行
く
の
が
好
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
く
、
相
生
市
で
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。

　
　

�

こ
の
日
、
村
を
あ
げ
て
弁
当
（
巻
寿
司
、
に
ぎ
り
め
し
、
魚
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
）
を
作
っ
て
山
に
も
っ
て
行
き
、
一
日
中
遊
ん
だ
。
大
人
は
酒
を
飲
ん
で

歌
っ
た
。
相
生
で
も
、
天
神
さ
ん
の
裏
山
へ
登
っ
た
。
卵
焼
・
た
け
の
こ
・
か
ま
ぼ
こ
・
高
野
豆
腐
な
ど
を
お
重
に
つ
め
、
巻
寿
司
も
作
っ
て
も
っ
て
行
っ

た
。
家
族
で
一
日
中
山
で
楽
し
ん
だ（

（3
（

。

　

こ
こ
で
も
近
隣
の
山
へ
出
か
け
て
遊
ん
で
い
る
。
加
古
川
市
神
野
町
石
守
で
は
、「「
う
づ
き
よ
う
か
は
花
よ
り
団
子
」
と
い
い
、
小
麦
粉
で
だ
ん
ご
を
こ
し
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ら
え
、
高
い
山
な
ど
へ
遊
び
に
行
き
、
弁
当
を
つ
か
う（

（3
（

」
と
、
や
は
り
高
い
山
に
出
か
け
て
い
る
。
同
様
に
、
川
西
市
国
崎
地
区
で
も
、「
こ
の
日
は
高
い
山

に
の
ぼ
っ
て
弁
当
を
食
べ
一
日
山
遊
び
を
す
る
日
で
も
あ
っ
た
。
今
で
も
食
事
を
外
で
し
た
り
す
る（

（3
（

」
と
い
う
。
兵
庫
県
下
で
も
高
い
場
所
に
行
く
こ
と
が
好

ま
し
い
こ
と
と
さ
れ
、
こ
こ
で
飲
食
を
伴
う
花
見
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
西
脇
市
旧
黒
田
庄
町
門
柳
で
は
、
山
の
上
に
あ
る
光
明
寺
（
加
東
市
）
に
出
か
け
た
あ
と
、「
帰
へ
り
に
初
盆
の
お
家
へ
寄
っ
て
、
ご
馳
走
を
頂
い

て
帰
へ
り
ま
す
。
昔
は
煮
メ
、
お
酒
を
少
し
頂
く
位
で
、
手
ぶ
ら
で
詣
っ
た
も
の
で
す
が
、
現
在
は
会
席
弁
当
を
取
っ
て
お
も
て
な
し
を
さ
れ
る
の
で
、
五
千

円
程
仏
前
に
お
供
え
し
て
帰
り
ま
す
。
も
し
お
寺
だ
け
詣
っ
て
忙
し
い
か
ら
と
、
家
へ
寄
ら
な
い
方
が
あ
る
時
は
、
お
弁
当
や
お
酒
等
を
持
っ
て
お
礼
を
す
る

し
き
た
り
の
様
で
す（

（4
（

」
と
、
新
た
に
死
者
が
出
た
家
に
寄
っ
て
食
事
の
も
て
な
し
を
受
け
る
。
共
同
飲
食
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ
も
花
見
の
一
形
態
と
い
え
よ

う
。
神
崎
郡
神
河
町
長
谷
で
も
、「
昔
は
花
詣
り
と
言
え
ば
滝
野
の
光
明
寺
に
定
っ
た
様
に
、
徒
歩
、
自
転
車
に
て
、
近
郷
よ
り
の
参
詣
人
多
く
随
分
混
雑
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
喪
家
は
親
類
の
弁
当
を
用
意
し
て
行
き
、
闘
竜
灘
の
巌
の
上
に
て
飛
鮎
を
眺
め
な
が
ら
食
事
を
し
た
の
で
あ
っ
た（

（4
（

」
と
、
光
明
寺
に
参
詣

し
た
後
、
山
の
麓
の
闘
竜
灘
で
食
事
を
し
て
い
る
。

　

同
様
に
、
加
西
市
坂
本
町
で
も
、
法
華
山
一
乗
寺
（
加
西
市
）
で
の
一
連
の
死
者
供
養
を
済
ま
せ
た
後
、「
山
内
で
持
参
の
弁
当
を
食
べ
祖
先
供
養
の
法
会

は
終
っ
た（

（4
（

」
と
い
う
。
光
明
寺
や
一
乗
寺
で
は
、
卯
月
八
日
に
死
者
供
養
の
法
会
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
法
会
に
参
加
し
た
後
、
共
同
飲
食
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
兵
庫
県
で
は
、
花
見
が
一
連
の
死
者
供
養
の
行
事
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
光
明
寺
や
一
乗
寺
で
行
わ
れ
る
ハ
ナ
ハ
ジ
メ
に
つ
い
て

は
、「
卯
月
八
日
の
死
者
供
養
―
兵
庫
県
周
辺
地
域
を
中
心
に（

（4
（

」
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
卯
月
八
日
に
は
こ
の
よ
う
な
山
に
あ
る
寺
に
死
者
霊
が
集
ま
る

と
い
う
伝
承
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
高
い
場
所
」
も
同
様
で
、
兵
庫
県
小
野
市
下
来
住
町
で
は
、「
仏
は
高
い
所
に
降
り
る（

（4
（

」
と
い
っ
て
い
る
。
高
い
場
所

は
死
者
の
集
ま
る
場
所
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
死
者
霊
と
同
じ
時
空
を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
い
場
所
が
花
見
の
場
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
青
森
県
む
つ
市
旧
大
畑
町
正
津
川
で
は
、「
オ
ヤ
マ
参
り
」
と
い
っ
て
、
五
月
八
日
に
は
「
バ
バ
会
の
代
表
が
三
人
（
上
と
下
か
ら
一
人
ず
つ
と

も
う
一
人
）
お
参
り
す
る
が
、
各
家
か
ら
お
金
と
お
米
を
集
め
て
代
参
す
る（

（4
（

」
と
い
う
。
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②
水
辺
で
の
花
見

　

卯
月
八
日
に
川
や
浜
な
ど
の
水
辺
で
花
見
を
行
う
伝
承
は
、
青
森
県
外
ヶ
浜
町
旧
三
厩
村
、
山
形
県
東
成
瀬
村
、
東
京
都
調
布
市
、
兵
庫
県
姫
路
市
、
奈
良

県
東
吉
野
村
、
鹿
児
島
県
姶
良
市
、
南
大
隅
町
、
肝
付
町
旧
内
之
浦
町
で
み
ら
れ
る
。
特
に
鹿
児
島
県
で
の
事
例
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
肝
付
町
旧
内

之
浦
町
大
浦
・
船
間
で
は
、「
大
泊
で
は
八
日
を
釈
迦
の
日
と
よ
び
、
全
部
浜
に
出
て
、
弁
当
を
持
っ
て
磯
遊
び
を
す
る
。
こ
の
時
は
家
族
の
者
も
残
ら
ず
行

く（
（4
（

」
と
、
浜
へ
出
か
け
る
。
な
お
、
宮
崎
県
延
岡
市
旧
北
浦
町
、
日
向
市
旧
東
郷
村
、
日
之
影
町
で
は
、
卯
月
八
日
は
海
水
浴
な
ど
の
水
泳
の
解
禁
日
と
な
っ

て
い
る
。
鹿
児
島
県
か
ら
宮
崎
県
の
沿
岸
地
域
で
は
、
卯
月
八
日
に
海
に
関
す
る
伝
承
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
共
通
し
て
お
り
、
季
節
的
に
も
浜
で
の
飲
食
が
好

ま
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

③
家
・
庭
先
で
の
花
見

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
な
ど
の
気
仙
地
方
で
は
、「
か
つ
て
気
仙
地
方
で
は
、
こ
の
日
を
「
オ
ハ
ナ
ミ
（
お
花
見
）」
と
い
っ
て
重
箱
な
ど
を
持
っ
て
山
へ
出
か

け
、
山
巡
り
を
し
た
後
、
し
か
る
べ
き
宿
（
必
ず
し
も
家
屋
で
な
い
）
で
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
を
桶
に
立
て
た
前
で
、
重
箱
の
弁
当
を
開
い
て
飲
食
を
す
る
習

わ
し
が
あ
っ
た（

（4
（

」
と
い
い
、
釜
石
市
で
も
、「
ツ
ツ
ジ
、
フ
ジ
、
ヤ
マ
ブ
キ
桜
等
満
開
な
花
を
た
お
り
庭
先
に
飾
り
草
餅
に
て
花
見
す
る（

（4
（

」
と
、
庭
先
に
摘
ん

で
き
た
花
を
飾
っ
て
花
見
を
し
て
い
る
。

　

千
葉
県
富
津
市
宇
藤
木
で
は
、「
組
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
る
年
番
の
宿
に
、
組
内
の
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
酒
肴
を
持
っ
て
集
ま
り
共
同
飲
食
を
す
る（

（5
（

」
と
い
い
、

前
掲
の
兵
庫
県
西
脇
市
旧
黒
田
庄
町
門
柳
の
事
例
で
は
、
初
盆
の
家
で
共
同
飲
食
し
て
い
る
。

④
薬
師
堂
で
の
花
見

　

宮
城
県
大
和
町
吉
田
で
は
、

　
　

�

八
日
を
薬
師
が
け
と
い
っ
て
、
七
ツ
森
の
峰
々
に
祀
ら
れ
て
い
る
お
薬
師
さ
ま
を
、
餅
・
酒
を
携
え
て
、
一
日
が
か
り
で
お
詣
り
す
る
。
七
ツ
森
は
松
倉

山
・
撫
倉
山
・
大
倉
山
・
鉢
倉
山
・
鎌
倉
山
・
遂
倉
山
・
笹
倉
山
（
大
森
山
）
と
い
う
宮
床
と
の
境
に
連
な
る
三
百
米
か
ら
五
百
米
の
七
つ
の
突
出
し
た
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山
塊
で
、
峰
づ
た
い
に
一
周
す
る
道
が
あ
る（

（5
（

。

と
、
卯
月
八
日
に
餅
と
酒
を
携
え
て
複
数
の
薬
師
堂
を
廻
る（

（5
（

。
宮
城
県
で
は
、「
薬
師
が
け
」
な
ど
と
い
っ
て
、
複
数
の
山
を
廻
る
伝
承
の
中
で
酒
食
を
楽
し

ん
で
い
る
。
仙
台
市
旧
宮
城
町
大
倉
白
木
で
は
、「
八
日
に
は
薬
師
詣
り
と
い
っ
て
、「
こ
の
日
は
高
い
山
へ
登
る
も
の
だ
」
と
い
い
、
酒
や
赤
飯
を
携
え
て
、

お
薬
師
さ
ん
が
祀
ら
れ
て
い
る
泉
ヶ
岳
や
生
出
八
幡
の
あ
る
太
白
山
に
登
る（

（5
（

」
と
、
薬
師
如
来
の
堂
宇
の
あ
る
山
に
出
か
け
て
飲
食
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
、
薬
師
を
祭
る
こ
と
が
行
事
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
た
め
、
事
例
の
中
で
飲
食
な
ど
の
行
楽
的
な
面
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い
が
、
人
々
が
同
じ
場
所

に
集
ま
っ
て
飲
食
を
行
う
こ
と
は
花
見
伝
承
の
一
形
態
と
い
え
よ
う
。

　

薬
師
を
祭
る
場
で
花
見
を
す
る
伝
承
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
青
森
県
大
間
町
大
間
平
、
岩
手
県
盛
岡
市
旧
玉
山
村
、
加
美
町
旧
宮
崎
町
柳
沢
、
秋
田
県
鹿
角
市
、

新
潟
県
三
条
市
、
富
山
県
富
山
市
旧
大
山
町
、
石
川
県
輪
島
地
方
で
み
ら
れ
る
。

二
　
子
ど
も
の
花
見

　

前
掲
の
【
分
布
図
１
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
花
見
行
事
が
各
地
で
み
ら
れ
る
。
子
ど
も
に
よ
る
花
見
は
、
幟
を
立
て
て
山
を

登
る
習
俗
と
、
ジ
ン
ト
リ
や
運
動
会
を
行
う
習
俗
の
二
つ
の
類
型
の
伝
承
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
あ
げ
て
考
察
し
た
い
。

（
１
）
幟
を
立
て
て
山
を
登
る

　

前
掲
の
野
呂
善
造
に
よ
る
む
つ
市
旧
川
内
村
奥
戸
の
事
例
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
子
ど
も
が
幟
を
立
て
て
山
を
登
り
、
花
見
を
す
る
伝
承
が
み
ら
れ
る
。
青

森
県
む
つ
市
大
湊
で
は
、「
主
と
し
て
子
供
た
ち
の
行
事
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
日
、
子
供
た
ち
が
重
箱
に
餅
や
煮
し
め
な
ど
を
詰
め
、
ノ
ボ
リ
を
立
て
て
山

へ
行
き
、
一
日
山
で
遊
ん
で
き
た（

（5
（

」
と
い
う
。
風
間
浦
村
易
国
間
桑
畑
で
は
、「
桃
の
花
、
桜
の
花
の
咲
く
頃
、
桑
畑
の
部
落
で
は
立
石
大
明
神
へ
参
詣
す
る
。

子
ど
も
た
ち
が
、
半
紙
や
障
子
紙
に
「
立
石
大
明
神
」
と
墨
書
き
し
、
根
曲
が
り
竹
に
つ
る
し
て
持
っ
て
い
く
。
大
人
は
弁
当
や
神
酒
を
も
っ
て
行
き
、
海
上

安
全
を
祈
願
し
、
一
杯
の
ん
で
来
る（

（5
（

」
と
、
花
見
の
場
が
子
ど
も
の
空
間
と
大
人
の
空
間
に
分
け
ら
れ
、
花
見
行
事
と
し
て
は
独
立
し
て
い
る
。
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子
ど
も
の
行
事
で
は
な
い
が
、群
馬
県
甘
楽
町
で
は
、五
月
八
日
は
稲
含
神
社
の
お
祭
り
で
、「
繭
玉
や
「
奉
納
稲
含
神
社
」
と
書
い
た
小
さ
な
幟
を
手
に
持
っ

て
登
り
、
繭
玉
を
供
え
て
、
今
年
の
豊
蚕
を
祈（

（5
（

」
る
と
い
う
。
前
掲
の
東
京
都
日
の
出
町
で
も
、
勝
峯
山
に
登
る
際
に
「
赤
い
旗
を
持
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の

旗
に
は
坊
さ
ん
に
何
か
字
を
書
い
て
も
ら
っ
た（

（5
（

」
と
い
い
、
こ
の
行
事
を
「
榛
名
山
」
と
い
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
子
ど
も
が
幟
に
神
仏
の
名
号
を
書
い
て
山
に
登
る
習
俗
は
、
山
で
祀
ら
れ
て
い
る
神
仏
の
加
護
を
受
け
る
た
め
の
行
為
と
解
釈
で
き
る
。

そ
し
て
、
そ
の
役
割
を
子
ど
も
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
ジ
ン
ト
リ
や
運
動
会
を
行
う

　

青
森
県
む
つ
市
旧
大
畑
町
で
は
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
み
ら
れ
る
。

　
　

�

昔
は
町
内
ご
と
に
境
内
の
森
林
の
一
部
を
区
画
整
地
し
て
、
小
柴
や
杉
の
葉
な
ど
で
囲
い
、
中
央
に
は
高
い
柱
を
立
て
万
国
旗
を
飾
り
、
こ
れ
を
陣
地
と

称
し
て
町
内
の
家
族
た
ち
は
こ
こ
で
弁
当
を
広
げ
て
食
べ
て
楽
し
ん
だ
。
こ
う
し
て
せ
っ
か
く
造
っ
た
陣
地
も
、
何
者
か
の
手
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
壊
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
花
ま
つ
り
当
日
ま
で
自
分
た
ち
が
造
っ
た
陣
地
を
徹
夜
で
警
固
し
た
。
こ
れ
を
陣
盗
り
と
い
っ
た（

（5
（

。

　

こ
の
ジ
ン
ト
リ
に
類
似
の
伝
承
が
各
地
で
み
ら
れ
る
。
岩
手
県
釜
石
市
で
は
、

　
　

�

陣
屋
遊
び
の
行
事
は
、
子
供
が
中
心
で
主
と
し
て
東
前
、
浜
町
、
只
越
町
で
行
わ
れ
た
も
の
で
山
の
中
腹
に
陣
屋
と
称
し
大
漁
旗
、
万
国
旗
で
飾
り
つ
け

を
し
て
、
子
供
達
が
終
日
た
の
し
む
、
昭
和
二
十
年
以
前
は
四
月
八
日
に
子
供
達
の
花
見
と
し
て
行
わ
れ
た
。（
現
在
は
五
月
五
日（

（5
（

）

と
あ
り
、
釜
石
市
箱
崎
白
浜
で
は
、

　
　

�

４
月
８
日
を
ハ
ナ
ミ
と
い
い
、
山
か
ら
花
を
手
折
っ
て
来
る
行
事
や
男
の
子
た
ち
の
山
遊
び
の
行
事
が
あ
る
。
こ
の
日
山
へ
行
き
ツ
ツ
ジ
や
フ
ジ
の
花
を

採
っ
て
来
て
、
水
桶
に
さ
し
て
家
の
前
に
置
く
。
男
の
子
た
ち
は
仲
間
組
ご
と
に
15
・
６
歳
の
年
か
さ
の
者
が
か
し
ら
に
な
っ
て
、
前
日
か
ら
集
落
を
見

下
ろ
せ
る
山
に
、
布
団
や
家
で
作
っ
て
も
ら
っ
た
餅
や
煮
し
め
を
持
っ
て
登
り
、
カ
ヤ
で
屋
根
を
葺
い
た
小
屋
を
造
っ
て
泊
ま
る
。
８
日
は
小
屋
に
万
国

旗
や
フ
ラ
イ
キ
（
大
漁
旗
）
な
ど
を
立
て
、
他
の
組
の
小
屋
と
互
に
戦
争
ご
っ
こ
を
し
て
遊
び
、
そ
の
夜
も
小
屋
に
泊
ま
る（

（6
（

。

と
、
こ
の
ジ
ン
ト
リ
は
男
児
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
行
事
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ジ
ン
ト
リ
の
場
で
は
、
子
ど
も
が
土
地
を
定
め
て
小
屋
を
建
て
て
飲
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食
を
し
た
り
、
泊
ま
っ
た
り
し
て
お
り
、
花
見
の
場
を
子
ど
も
自
身
で
確
保
し
、
そ
の
土
地
を
奪
い
合
う
こ
と
が
遊
戯
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
距
離
は
隔
て

て
い
る
が
、
長
野
県
上
松
町
で
は
、「
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
子
ど
も
た
ち
が
裏
山
な
ど
に
、
ゴ
ザ
を
敷
き
花
を
飾
っ
て
、
家
か
ら
弁
当
を
持
参
し
て
、

花
見
を
し
た
。
こ
の
日
は
、
何
回
弁
当
を
お
替
り
し
て
食
べ
て
も
よ
い
と
い
わ
れ
た
。
こ
の
小
屋
の
こ
と
を
卯
月
小
屋
と
呼
ん
だ（

（6
（

」
と
い
い
、
兵
庫
県
相
生
市

で
は
、「
子
供
た
ち
は
兵
隊
ご
っ
こ
（
陣
取
合
戦
）
と
い
っ
て
、
二
つ
の
組
に
別
れ
て
各
々
に
旗
を
作
っ
て
そ
の
旗
の
取
り
あ
い
を
し
た（

（6
（

」
と
、
ジ
ン
ト
リ
と

同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
む
つ
市
旧
大
畑
町
で
は
、
次
の
よ
う
な
ジ
ン
ト
リ
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　

�

各
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
大
安
寺
の
境
内
の
平
ら
な
場
所
に
そ
れ
ぞ
れ
の
杉
の
枝
を
束
ね
て
炭
ス
ゴ
で
巻
き
、
カ
ヤ
を
刺
し
た
も
の
で
幅
一
間
ぐ
ら
い

の
門
を
作
っ
た
。
万
国
旗
を
作
っ
て
高
さ
七
尺
ぐ
ら
い
の
竹
に
飾
っ
た
。
そ
の
前
に
杭
を
打
ち
縄
を
張
っ
て
場
所
を
確
保
し
て
、
そ
の
中
で
弁
当
や
お
菓

子
を
食
べ
た
。
場
所
は
町
内
ご
と
に
決
ま
っ
て
お
り
、
湊
村
は
丸
山
神
社
の
前
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
町
内
の
各
家
を
回
っ
て
お
金
を
集
め
、

町
内
ご
と
に
運
動
会
を
行
い
、
集
め
た
お
金
で
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
を
買
い
賞
品
に
し
た（

（6
（

。

　

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
主
体
で
集
金
を
行
い
、
町
内
ご
と
に
行
わ
れ
る
運
動
会
に
賞
品
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
運
動
会
は
競
い
合
う
と

い
う
内
容
か
ら
、
ジ
ン
ト
リ
遊
び
が
変
化
し
た
形
と
い
え
る
。

　

同
様
に
青
森
市
内
で
は
、
卯
月
八
日
に
運
動
会
が
行
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
青
森
市
合
子
沢
で
は
、「
旧
暦
四
月
八
日
に
四
ツ
石
の
山
で
ム
ラ
を
上
げ
て
の

運
動
会
を
し
た
。
小
学
校
、
中
学
校
、
青
年
団
、
消
防
団
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
ム
ラ
対
抗
で
種
目
を
争
っ
て
競
技
を
し
た
。
戦
後
も
何
回
か
行
っ
た
が
、
今

は
無
く
な
っ
た（

（6
（

」
と
い
い
、
同
様
に
青
森
市
岡
町
で
は
、
灌
仏
会
の
他
に
「
四
月
八
日
は
、
運
動
会
を
す
る
日
で
も
あ
っ
た（

（6
（

」
と
い
う
。
青
森
市
油
川
寺
町
で

も
、「
四
月
八
日
こ
ろ
、
寺
町
で
は
、
運
動
会
に
大
人
も
参
加
し
、
賑
わ
っ
た
。
青
年
団
も
参
加
し
た（

（6
（

」
と
、
子
ど
も
主
体
で
運
動
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
卯
月
八
日
に
運
動
会
が
行
わ
れ
る
の
は
、
ジ
ン
ト
リ
な
ど
の
花
見
で
の
遊
戯
の
伝
承
が
そ
の
基
盤
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
子
供
の
花
見
に
関
連
し
て
、
こ
の
時
期
の
子
ど
も
の
草
花
の
遊
び
に
つ
い
て
あ
げ
て
お
く
。

　
　

○
つ
つ
じ

　
　

�　

こ
の
頃
に
な
れ
ば
色
々
の
花
が
ご
つ
ち
や
と
あ
る
。
白
い
水
仙
も
咲
き
出
す
。
黄
色
の
水
仙
は
ま
だ
咲
き
残
つ
て
ゐ
る
。
赤
い
の
で
は
こ
の
つ
つ
じ
の
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他
前
の
や
う
ら
く
ぼ
た
ん
等
。
他
ゆ
す
ら
・
梨
・
桃
。
芍
薬
も
お
つ
け
咲
く
。

　
　

�　

四
月
八
日
は
も
う
直
き
で
あ
る
。
今
頃
か
ら
そ
の
頃
に
か
け
て
お
ふ
る
め
え
っ
こ
を
し
て
遊
ぶ
。
ま
ま
ご
と
で
あ
る
。
ね
ぎ
の
葉
に
黄
や
赤
や
白
の
花

を
□

（
ア
キ
）め

て
巻
き
ず
し
を
つ
く
る
。
そ
し
て
お
花
見
だ
の
消
防
演
習
を
見
る
だ
の
と
い
つ
て
遊
ぶ
。
さ
う
か
と
思
ふ
と
つ
つ
じ
を
水
の
中
で
も
ん
で
色
を
出

し
て
染
物
や
だ
と
い
つ
て
ゐ
る
。
つ
つ
じ
は
ま
た
つ
ぽ
つ
ぽ
と
花
を
ぬ
い
て
そ
の
つ
ぼ
ま
つ
た
端
を
吸
ふ
。
蜜
を
吸
ふ
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
青
森
県
八
戸
地
方
で
は
、
野
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
八
十
八
夜
か
ら
四
月
八
日
に
か
け
て
、「
お
ふ
る
め
え
っ
こ
」
と
い
う
野
の
花
を
用
い
た

ま
ま
ご
と
を
子
ど
も
が
行
っ
て
い
る
。

三
　
卯
月
八
日
の
花
見
の
意
義

　

次
に
重
要
な
点
は
、
卯
月
八
日
に
は
こ
の
よ
う
な
「
高
い
場
所
」
に
死
者
霊
が
い
る
と
い
う
霊
魂
観
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
兵
庫
県
だ
け
で

な
く
、
群
馬
県
や
福
井
県
若
狭
地
方
な
ど
で
も
み
ら
れ
る
霊
魂
観
で
あ
る
。
そ
し
て
、
卯
月
八
日
に
は
各
地
で
死
者
供
養
や
祖
霊
祭
祀
の
伝
承
が
み
ら
れ
る
こ

と
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る（

（6
（

。

　

以
上
の
卯
月
八
日
の
花
見
の
伝
承
か
ら
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
卯
月
八
日
の
花
見
行
事
の
担
い
手
と
し
て
、
子
ど
も
の
活
躍
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
子
ど
も
は
山
に
祀
ら
れ
た
神
仏
の

加
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
神
仏
な
ど
の
名
号
を
書
い
た
幟
を
立
て
て
山
へ
登
り
、
花
見
を
行
う
。
ま
た
、
小
屋
を
建
て
て
飾
り
、
そ
の
小
屋
で
一
晩
過
ご
し
、

陣
地
と
い
っ
て
こ
れ
を
守
っ
た
り
奪
っ
た
り
す
る
ジ
ン
ト
リ
を
し
て
遊
ぶ
。
こ
の
ジ
ン
ト
リ
は
、
死
者
供
養
の
場
所
と
も
い
え
、
小
屋
に
泊
ま
る
の
は
死
者
と

同
じ
時
空
を
過
ご
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）。
卯
月
八
日
の
花
見
で
は
、
子
ど
も
が
死
者
や
神
仏
の
祭
祀
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
こ
の
花
見
の
伝
承
は
一
連
の
死
者
供
養
の
行
事
の
一
部
に
な
っ
て
お
り
、
卯
月
八
日
に
行
わ
れ
る
死
者
供
養
の
行
事
と
構
造
が
類
似
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
兵
庫
県
の
光
明
寺
や
一
乗
寺
へ
の
ハ
ナ
ハ
ジ
メ
に
伴
う
花
見
で
は
、
寺
で
死
者
供
養
を
し
た
後
、
当
日
死
者
霊
が
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
山
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中
や
山
の
麓
で
花
見
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
卯
月
八
日
の
花
見
で
は
、
高
い
山
や
高
い
場
所
が
好
ま
れ
、
村
人
総
出
の
花
見
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
場

所
は
老
若
男
女
が
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
開
放
的
な
場
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
寺
で
あ
れ
ば
宗
派
を
問
わ
ず
参
詣
が
で
き
、
自
宅
か
ら
日
帰
り
で
き
る

位
置
に
あ
る
。
そ
し
て
、
特
別
な
精
進
潔
斎
は
必
要
で
は
な
い
た
め
、
日
常
生
活
と
密
接
な
場
所
と
も
い
え
る（

（6
（

。

　

そ
し
て
、
花
見
だ
け
で
な
く
花
摘
み
を
行
う
事
例
が
み
ら
れ
る
。
前
掲
の
青
森
県
む
つ
市
旧
川
内
村
奥
戸
の
事
例
で
は
、
山
で
花
見
を
し
、
山
に
咲
い
て
い

る
花
を
持
ち
帰
っ
て
仏
壇
に
供
え
て
い
る
。む
つ
市
旧
脇
野
沢
村
九
艘
泊
・
蛸
田
で
も
、「
花
見
の
帰
り
に
サ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
の
つ
い
た
木
の
枝
を
と
っ

て
き
て
、
各
家
の
神
棚
や
仏
壇
に
供
え
る（

（7
（

」
と
、
花
見
の
帰
り
に
花
を
摘
ん
で
神
仏
に
供
え
て
い
る
。
岩
手
県
釜
石
市
箱
崎
白
浜
で
も
、
家
に
花
を
迎
え
、
男

児
は
山
で
ジ
ン
ト
リ
を
し
て
お
り
、
大
船
渡
市
旧
三
陸
村
越
喜
米
で
は
、
山
に
登
っ
た
若
者
が
「
帰
り
に
し
ゃ
く
な
げ
の
花
、
さ
さ
、
五
葉
松
を
取
っ
て
来
て

神
棚
、
仏
壇
に
供
え
た（

（7
（

」
と
、
同
じ
く
花
を
持
ち
帰
っ
て
神
仏
に
供
え
て
い
る
。

　

群
馬
県
の
赤
城
山
地
蔵
岳
へ
登
る
地
域
で
も
、
た
と
え
ば
み
ど
り
市
旧
東
村
神
戸
で
は
、「
こ
の
一
年
間
に
死
者
の
あ
っ
た
家
で
は
、
家
族
の
者
が
赤
城
山

に
登
る
。
地
蔵
岳
の
頂
上
の
手
前
の
サ
イ
ノ
カ
ワ
ラ
か
ら
石
を
持
っ
て
行
っ
て
、
石
を
重
ね
て
く
る
。
昔
は
山
か
ら
藤
の
花
や
葉
を
取
っ
て
来
て
仏
様
に
供
え

た
。
神
様
に
は
上
げ
な
い（

（7
（

」
と
、
赤
城
山
の
地
蔵
岳
に
お
い
て
死
者
供
養
を
行
い
、
山
中
で
フ
ジ
の
花
や
葉
を
摘
ん
で
仏
壇
に
供
え
て
い
る
。
同
じ
く
、
赤
城

山
東
麓
の
翠
市
旧
東
村
・
旧
大
間
々
町
、
桐
生
市
旧
黒
保
根
村
で
は
、
卯
月
八
日
に
地
蔵
岳
に
登
っ
て
次
の
よ
う
に
過
ご
す
。

　
　

�

山
頂
に
お
い
て
死
者
の
名
を
呼
び
、
ま
た
は
単
に
「
オ
ー
イ
、
オ
ー
イ
」
と
叫
ん
だ
。
す
る
と
空
の
か
な
た
に
死
者
の
姿
が
見
え
る
と
い
い
、
こ
の
よ
う

に
登
山
す
る
こ
と
を
「
死
ん
だ
人
に
会
い
に
行
く
」
と
い
っ
て
い
た
。
山
頂
で
は
携
え
て
い
っ
た
重
箱
な
ど
を
開
い
て
飲
食
し
て
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
す
る
理
由
は
、「
死
者
の
魂
は
、
死
ん
だ
そ
の
年
に
は
赤
城
山
に
行
っ
て
い
る
」「
赤
城
山
に
登
り
、
沼
の
と
こ
ろ
ま
で
く
る
と
、
死
者
の
姿
が

見
え
る
と
い
う
。
ま
た
死
者
に
よ
く
似
た
人
が
見
え
る
と
い
う
」「
新
仏
が
で
た
場
合
に
は
、神
ま
つ
り
が
で
き
な
い
の
が
ふ
つ
う
だ
が
、赤
城
山
だ
け
は
、

そ
の
場
合
に
さ
し
つ
か
え
な
い
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
」「
身
内
の
者
が
亡
く
な
っ
た
年
に
は
、
卯
月
八
日
に
限
ら
ず
に
赤
城
山
に
登
っ
た
」（
い
ず
れ

も
勢
多
郡
東
村
）
と
い
う
よ
う
な
信
仰
に
基
づ
い
て
い
た（

（7
（

と
、
赤
城
山
の
地
蔵
岳
に
は
卯
月
八
日
に
死
者
霊
が
集
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
所
で
食
事
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
旧
東
村
の

人
々
は
山
中
で
フ
ジ
の
花
や
葉
を
摘
ん
で
仏
壇
に
供
え
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、「
卯
月
八
日
の
竿
花 

―
天
道
花
習
俗
の
分
布
と
伝
承
内
容
―（

（7
（

」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
兵
庫
県
で
は
、
卯

月
八
日
あ
る
い
は
前
日
ま
で
に
花
摘
み
を
し
、
竿
花
を
立
て
る
。
前
日
ま
で
に
山
で
花
を
摘
み
、
卯
月
八
日
に
竿
花

を
立
て
、
山
へ
出
か
け
て
死
者
供
養
を
し
、
花
見
を
し
、
家
に
帰
っ
て
竿
花
を
倒
す
と
い
う
流
れ
は
、
一
連
の
死
者

供
養
の
た
め
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
順
番
は
異
な
る
も
の
の
、
青
森
県
や
岩
手
県
の
花
見
で
、
花
見
の
後
に
花
を

摘
ん
で
持
ち
帰
り
、
家
の
神
仏
に
供
え
る
な
ど
す
る
の
は
、
卯
月
八
日
の
花
見
や
花
摘
み
が
死
者
供
養
と
関
連
し
て

行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
青
森
県
や
岩
手
県
で
は
、
卯
月
八
日
に
花
見
の
場
に
死
者
の
霊
が
集
ま
る

と
い
う
伝
承
は
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
と
同
様
と
は
い
え
な
い
が
、
卯
月
八
日
の
花
見
は
死
者
霊
の

集
ま
る
と
さ
れ
る
場
所
で
行
わ
れ
、
そ
こ
で
の
酒
食
は
死
者
と
生
者
が
同
じ
時
間
と
場
所
を
過
ご
し
、
交
流
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

　

卯
月
八
日
の
花
見
の
う
ち
、
岩
手
県
釜
石
市
の
ジ
ン
ト
リ
、
赤
城
山
地
蔵
岳
へ
の
登
拝
を
す
る
地
域
、
兵
庫
県
の

ハ
ナ
ハ
ジ
メ
を
行
う
地
域
の
行
事
内
容
を
示
す
と
上
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
比
較
対
象
と
し
て
、
卯
月

八
日
に
死
者
供
養
を
行
う
福
井
県
若
狭
地
方
の
松
尾
寺
参
り
の
内
容
を
併
記
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
青
森
県
や
岩

手
県
で
は
、
花
見
を
し
て
花
を
持
ち
帰
り
、
仏
壇
に
供
え
て
い
る
地
域
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
赤
城
山
地
蔵
岳
へ
の
登

拝
の
流
れ
と
同
様
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
こ
う
し
た
卯
月
八
日
の
花
見
で
行
う
習
俗
が
盆
行
事
と
の
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
人
々
は
死
者
霊
が
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
山
野
に
出
か
け
て
飲
食
を
す
る
伝
承
は
、
盆
の
墓
前
飲
食
の

伝
承
と
類
似
し
て
い
る（

（7
（

。
そ
し
て
、
個
別
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
盆
行
事
と
の
類
似
性
が
み
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ジ
ン
ト
リ
で
は
、
子
ど
も
が
山
の
中
に
小
屋
を
建
て
て
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
長
野
県
上

松
町
で
は
「
卯
月
小
屋
」
を
建
て
て
花
見
を
し
て
い
た
。
こ
の
小
屋
を
建
て
る
行
為
は
死
者
と
の
交
流
の
場
の
準
備

と
も
い
え
、
小
屋
で
泊
ま
る
の
は
死
者
と
同
じ
時
空
を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
も
い
え
る（

（7
（

。
そ
し
て
、

ジントリ
（岩手県釜石市）

赤城山地蔵岳登拝
（群馬県みどり市旧東村）

ハナハジメ
（兵庫県加西市坂本町）

松尾寺参り
（福井県おおい町大島）

７日 小屋を建てる（子ども） 前日までに花を摘む 前日までに花を摘んで竿花
を立てる

７日夜 小屋に泊まる（子ども） 庭先に竿花を立て仏壇に花
を供える

松尾寺で塔婆を納める。オ
ツウヤ（松尾寺の大師堂に
泊まる）

８日 ジントリ遊び（子ども） 地蔵岳頂上で死者の名を呼
ぶ（死者に会う）

法華山一乗寺に参詣し塔婆
へ水を掛ける

寺で戒名を書いた半紙に水
を掛ける

花を摘んで庭先で花見 赤城山頂上で食事 境内か寺の下で花見 仏舞を見る（舞人のなかに
死者がいるともいう）

８日夜 小屋に泊まる（子ども） フジの花や葉を仏壇に供え
る

竿花を倒す 竿花を倒す
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こ
れ
は
盆
の
盆
小
屋
の
伝
承
と
類
似
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
青
森
県
八
戸
地
方
で
は
、
八
十
八
夜
か
ら
卯
月
八
日
の
間
に
、
草
花
で
「
お
ふ
る
め
え
っ
こ
」
と
い
う
ま
ま
ご
と
を
す
る
。
柳
田
國
男
は
『
こ
ど
も

風
土
記
』
で
「
お
ふ
る
め
え
っ
こ
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

青
森
県
の
ま
ゝ
ご
と
方
言
は
色
々
あ
る
が
、
大
体
に
南
部
領
は
オ
フ
ル
メ
ヤ
コ
、
津
軽
領
は
オ
ヒ
ル
マ
イ
コ
ま
た
は
ジ
サ
イ
コ
ナ
コ
と
い
ふ
の
が
ひ
ろ
い
。

ジ
サ
イ
コ
は
津
軽
か
ら
秋
田
へ
か
け
て
、
中
央
で
い
ふ
法
事
・
仏
事
の
こ
と
で
、
文
字
に
は
持
斎
と
書
く
べ
き
語
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
あ
の

地
方
の
ま
ゝ
ご
と
は
、
外
形
が
法
事
と
似
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
加
賀
の
金
沢
な
ど
で
は
こ
の
遊
び
を
オ
ジ
ャ
コ
ト
と
い
つ
て
ゐ
る
。
御
座
は
年
忌
で
な
く

と
も
僧
を
請
じ
、
説
教
を
聴
聞
す
る
人
寄
せ
で
あ
る
が
、
や
は
り
法
事
の
や
う
に
食
物
が
出
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
フ
ル
マ
ヒ
は
今
で
は
物
を
食
は
せ
る

こ
と
の
ご
と
く
解
せ
ら
れ
る
が
、
や
は
り
定
つ
た
吉
凶
行
事
の
あ
る
日
の
こ
と
で
、
た
ゞ
こ
れ
に
は
必
ず
御
馳
走
が
伴
つ
た
ゞ
け
で
あ
る（

（7
（

。

　

柳
田
は
、
ま
ま
ご
と
の
方
言
か
ら
、「
法
事
の
や
う
に
食
物
が
出
た
」
と
い
う
な
ど
、
ま
ま
ご
と
が
死
者
供
養
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
卯
月
八
日
を
死
者
供
養
の
日
と
考
え
れ
ば
、
青
森
県
八
戸
地
方
の
「
お
ふ
る
め
え
っ
こ
」
は
、
卯
月
八
日
に
山
に
死
者
を
迎
え
る
た
め
の
供
物
づ
く
り

と
も
解
釈
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
青
森
県
と
岩
手
県
、
群
馬
県
、
兵
庫
県
で
の
卯
月
八
日
の
花
見
は
、
死
者
供
養
と
強
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
死
者
と
生

者
が
同
じ
時
空
を
過
ご
し
、
死
者
と
生
者
が
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
卯
月
八
日
の
花
見
の
伝
承
に
つ
い
て
、
そ
の
主
体
と
場
所
に
注
目
し
て
論
じ
た
。
花
見
を
行
う
主
体
と
し
て
は
、
子
ど
も
に
よ
る
花
見
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の
花
見
に
は
幟
を
立
て
て
山
に
登
る
伝
承
と
ジ
ン
ト
リ
や
運
動
会
を
行
う
伝
承
の
大
き
く
二
系
統
が
存
在
す

る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
花
見
を
行
う
場
所
は
、
高
い
と
こ
ろ
が
好
ま
れ
、
老
若
男
女
が
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
開
放
的
な
場
で
あ
り
、
そ
の
場
所
が
同
時

に
卯
月
八
日
に
死
者
霊
が
集
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
場
所
と
い
う
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
花
見
が
死
者
供
養
の
一
連
の
行

事
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
り
、
一
連
の
行
事
の
構
造
が
類
似
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
青
森
県
と
岩
手
県
、
群
馬
県
、
兵
庫
県
で
行
わ
れ
る
卯
月
八
日
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の
花
見
は
、
死
者
と
生
者
の
交
流
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
卯
月
八
日
の
花
見
に
は
、
盆
行
事
の
墓
前

飲
食
や
盆
小
屋
、
盆
が
ま
に
類
似
す
る
伝
承
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

本
稿
で
述
べ
た
開
放
的
な
場
は
、
卯
月
八
日
以
外
の
死
者
供
養
の
日
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
大
山
茶
湯
寺
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
で
の
「
百
一
日

参
り
」
や
、
日
金
山
東
光
寺
（
静
岡
県
熱
海
市
）
で
の
春
秋
の
彼
岸
の
参
詣
は
、
死
者
に
会
え
る
と
い
う
伝
承
が
み
ら
れ
、
大
勢
の
人
が
集
ま
る
。
こ
う
し
た

死
者
が
集
ま
る
山
で
行
わ
れ
る
死
者
供
養
は
全
国
で
ど
の
よ
う
に
分
布
し
、
ど
の
よ
う
な
伝
承
内
容
を
持
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
の

課
題
と
な
る
。

註

（
１
）
柳
田
國
男
「
朝
顔
の
予
言
」『
明
治
大
正
史
』
世
相
篇
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
三
一
年
一
月

（
２
）
野
呂
善
造
「
花
見
」『
民
間
伝
承
』
第
二
十
巻
第
四
号
、
郷
土
と
民
俗
、
一
九
五
六
年
四
月
一
日
、
三
二
～
三
四
頁

（
３
）
前
掲
（
２
）
三
二
頁

（
４
）
前
掲
（
２
）
三
四
頁

（
５
）
伊
藤
新
之
輔
「
花
」『
折
口
学
に
お
け
る
術
語
形
成
と
理
論
』
一
四
号
、
折
口
信
夫
術
語
研
究
会
、
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
八
日

（
６
）
松
島
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
松
島
町
史
』（
通
史
編
Ⅱ
）、
松
島
町
、
一
九
九
一
年
三
月
二
十
八
日

（
７
）
調
布
市
市
史
編
集
委
員
会
編
『
調
布
市
史
』
民
俗
編
、
調
布
市
、
一
九
八
八
年
三
月
三
十
一
日

（
８
）�

戦
後
か
ら
現
在
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
全
国
各
地
の
自
治
体
史
や
民
俗
調
査
報
告
書
に
よ
る
。
本
稿
で
は
、
一
四
六
三
例
の
う
ち
、「
花
見
」
と
い
う
名
称
の
つ
い
て
い
る
事
例
の
ほ

か
、
野
山
等
へ
集
団
で
出
か
け
て
共
同
飲
食
や
行
楽
の
行
事
を
す
る
習
俗
内
容
を
も
つ
事
例
を
八
四
例
抽
出
し
た
。
習
俗
内
容
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
事
例
も
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
分
布
図
で
は
示
さ
な
い
こ
と
と
し
、
本
文
で
は
類
似
の
伝
承
と
し
て
適
宜
引
用
す
る
。

（
９
）�

な
お
、
徳
島
県
三
好
市
旧
東
祖
谷
山
村
で
は
、
卯
月
八
日
に
ヤ
マ
イ
サ
ミ
を
行
う
。
こ
の
伝
承
は
、
柳
田
國
男
に
よ
れ
ば
、「
高
い
処
に
登
つ
て
海
の
方
を
見
る
習
は
し
」（
柳
田
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國
男
『
歳
時
習
俗
語
彙
』
民
間
伝
承
の
会
、
一
九
三
九
年
一
月
二
十
五
日
、
四
一
五
頁
）
と
い
う
。
ま
た
、
福
岡
県
太
宰
府
市
で
は
、
初
山
入
り
と
い
っ
て
、
数
え
年
十
六
歳
の

男
女
が
卯
月
八
日
に
宝
満
山
に
登
る
伝
承
が
み
ら
れ
る
（
太
宰
府
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
太
宰
府
市
史
』
民
俗
資
料
編
、
太
宰
府
市
、
一
九
九
三
年
四
月
一
日
、
七
一
五
頁
）。

い
ず
れ
の
事
例
も
、
酒
食
を
行
う
こ
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
花
見
と
類
似
の
伝
承
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
分
布
の
空
白
地
に
つ
い
て
は
、
浄
土
真
宗
の
信
仰

の
厚
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
卯
月
八
日
に
灌
仏
会
を
行
わ
な
い
地
域
と
も
重
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
10
）�

青
森
市
史
編
集
委
員
会
民
俗
部
会
『
横
内
・
荒
川
の
民
俗
』
青
森
市
史
叢
書
３
民
俗
調
査
報
告
書
第
三
集
、
青
森
市
、
平
成
十
三
年
三
月
、
九
一
頁
お
よ
び
青
森
市
史
編
集
委
員

会
民
俗
部
会
『
新
城
・
鶴
ヶ
坂
・
岡
町
・
戸
門
・
孫
内
の
民
俗
』
青
森
市
史
叢
書
５
民
俗
調
査
報
告
書
第
五
集
、
青
森
市
、
平
成
十
五
年
三
月
、
七
六
頁
。
こ
の
日
行
わ
れ
る
運

動
会
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
11
）
猪
苗
代
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
猪
苗
代
町
史
』
民
俗
編
、
猪
苗
代
町
出
版
委
員
会
、
一
九
七
九
年
三
月
二
日

（
12
）
前
掲
（
７
）

（
13
）
日
の
出
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
日
の
出
町
史
』
文
化
財
編
、
日
の
出
町
、
一
九
八
九
年
九
月
八
日

（
14
）
群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
群
馬
県
史
』
資
料
編
27
民
俗
３
、
群
馬
県
、
一
九
八
〇
年
三
月
三
十
一
日

（
15
）
国
府
町
史
刊
行
委
員
会
編
『
国
府
町
史
』
民
俗
編
、
国
府
町
史
刊
行
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
日

（
16
）
む
つ
史
市
編
さ
ん
委
員
会
編
『
む
つ
市
史
』
民
俗
編
、
む
つ
市
、
一
九
八
六
年
十
二
月
三
十
日

（
17
）
高
浜
町
教
育
委
員
会
編
『
高
浜
町
の
民
俗
文
化

―
年
中
行
事
と
祭
り

―
』
高
浜
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年
三
月
三
十
一
日
、
五
九
～
六
一
頁

（
18
）
豊
能
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
豊
能
町
史
』
本
文
編
、
豊
能
町
、
一
九
八
七
年
十
一
月
三
十
日

（
19
）
國
學
院
大
學
民
俗
学
研
究
会
、
昭
和
三
十
九
年
度
『
民
俗
採
訪
』

（
20
）�

立
花
勇
『
脇
野
沢
村
滝
山
・
源
藤
城
の
民
俗
』
一
九
七
八
年
八
月
九
日
～
十
二
日
（
青
森
県
環
境
生
活
部
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
編
『
下
北
半
島
西
通

り
の
民
俗
』
青
森
県
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
二
八
三
頁
所
収
）

（
21
）
姫
島
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
姫
島
村
史
』
姫
島
村
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
年
五
月
三
十
一
日
、
三
一
九
頁

（
22
）
三
条
市
史
編
修
委
員
会
編
『
三
条
市
史
』
資
料
編
第
八
巻
民
俗
、
三
条
市
、
一
九
八
二
年
三
月
三
十
日
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（
23
）
東
通
村
史
編
修
委
員
会
編
『
東
通
村
史
』
民
俗
・
民
俗
芸
能
編
、
東
通
村
、
一
九
九
七
年
三
月
二
十
日

（
24
）�
本
稿
で
は
詳
し
く
述
べ
な
い
が
、
若
者
の
山
へ
の
登
拝
に
つ
い
て
は
、
成
人
儀
礼
と
の
関
連
も
う
か
が
え
る
。
福
島
県
田
村
市
旧
滝
根
町
の
「
三
天
頂
」
で
は
十
五
歳
か
ら
二
十

歳
の
男
女
が
、福
岡
県
太
宰
府
市
や
筑
紫
野
市
の
「
宝
満
詣
り
」
で
は
十
六
歳
の
男
女
が
、そ
れ
ぞ
れ
卯
月
八
日
に
山
に
登
っ
て
お
り
、兵
庫
県
豊
岡
市
で
は
「
成
人
参
り
」
と
い
っ

て
養
父
市
旧
八
鹿
町
石
原
の
妙
見
社
に
参
る
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
事
例
が
少
な
く
、
局
所
的
な
分
布
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
一
般
化
し
て
習
俗
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
成
人
儀
礼
が
卯
月
八
日
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
に
と
ど
め
て
お
く
。

（
25
）
三
浦
貞
栄
治
「
青
森
県
の
歳
時
習
俗
」『
東
北
の
歳
時
習
俗
』
明
玄
書
房
、
一
九
七
五
年
六
月
一
日
、
四
七
頁

（
26
）
青
森
県
環
境
生
活
部
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
県
史
編
さ
ん
室
編
『
下
北
半
島
北
通
り
の
民
俗
』
青
森
県
、
二
〇
〇
二
年
十
月
三
十
一
日

（
27
）
森
山
泰
太
郎
「
下
北
・
津
軽
の
山
岳
伝
承
」『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
』
一
六
修
験
道
の
伝
承
文
化
、
名
著
出
版
、
一
九
八
一
年
十
二
月
二
十
日
、
三
五
頁

（
28
）
前
掲
（
19
）

（
29
）
前
掲
（
11
）

（
30
）
能
勢
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
能
勢
町
史
』
第
五
巻
（
資
料
篇
）、
能
勢
町
、
一
九
八
五
年
五
月
二
十
日

（
31
）
豊
能
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
豊
能
町
史
』
本
文
編
、
豊
能
町
、
一
九
八
七
年
十
一
月
三
十
日

（
32
）
五
個
荘
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
五
個
荘
町
史
』
第
四
巻
（
３
）
民
俗
、
五
個
荘
町
、
一
九
九
三
年
三
月
三
十
一
日

（
33
）
亀
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
修
亀
岡
市
史
』
資
料
編
第
五
巻
、
亀
岡
市
、
一
九
九
八
年
三
月
三
十
一
日
、
一
二
〇
頁

（
34
）
橋
本
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
橋
本
市
史
』
民
俗
編
・
文
化
財
編
、
橋
本
市
、
二
〇
〇
五
年
三
月
三
十
一
日

（
35
）
小
野
重
朗
「
鹿
児
島
県
の
歳
時
習
俗
」『
九
州
の
歳
時
習
俗
』
明
玄
書
房
、
一
九
七
五
年
七
月
二
十
日
、
三
三
八
・
三
三
九
頁

（
36
）
姫
路
市
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
姫
路
市
史
』
第
十
五
巻
上
別
編
民
俗
編
、
姫
路
市
、
一
九
九
二
年
七
月
二
十
三
日
、
六
四
～
六
七
頁

（
37
）
相
生
市
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
相
生
市
史
』
第
四
巻
、
相
生
市
、
一
九
八
七
年
三
月

（
38
）
石
見
完
次
『
東
播
磨
の
民
俗 

加
古
郡
石
守
村
の
生
活
誌
』
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
九
月
二
十
五
日
、
三
一
〇
～
三
一
一
頁

（
39
）
川
西
市
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
か
わ
に
し
川
西
市
史
』
第
七
巻
文
化
遺
産
編
、
川
西
市
、
一
九
七
七
年
三
月
三
十
日
、
三
四
九
～
三
五
〇
頁
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（
40
）
黒
田
庄
「
ふ
れ
あ
い
会
」
十
二
名
『
思
い
出
で
つ
づ
る 

黒
田
庄
民
俗
史
』
黒
田
庄
「
ふ
れ
あ
い
会
」、
一
九
九
九
年
三
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁

（
41
）
坂
本
花
恨
『
長
谷
習
俗
誌
』（
非
売
品
）
一
九
八
一
年
五
月
五
日
、
一
一
一
～
一
一
二
頁

（
42
）
加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
加
西
市
史
』
第
六
巻
本
編
６
民
俗
、
加
西
市
、
二
〇
〇
七
年
二
月
二
十
八
日

（
43
）
伊
藤
新
之
輔
「
卯
月
八
日
の
死
者
供
養 

―
兵
庫
県
周
辺
地
域
を
中
心
に
」『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
』
第
五
〇
輯
、
國
學
院
大
學
大
学
院
、
二
〇
二
〇
年
二
月

（
44
）
神
戸
新
聞
社
学
芸
部
兵
庫
探
検
民
俗
編
取
材
班
『
兵
庫
探
検
・
民
俗
編
』
神
戸
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
十
一
月
二
十
五
日

（
45
）
前
掲
（
26
）

（
46
） 

宮
本
常
一
『
大
隅
半
島
民
俗
採
訪
録　

常
民
文
化
叢
書
〈
１
〉』
慶
友
社
、
一
九
六
八
年
十
月
二
十
日
、
一
五
九
頁

（
47
）
た
だ
し
、
磯
遊
び
の
伝
承
は
上
巳
節
供
に
も
み
ら
れ
、
月
遅
れ
の
四
月
三
日
の
行
事
が
卯
月
八
日
（
新
暦
の
四
月
八
日
）
に
移
行
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
48
）
陸
前
高
田
市
史
編
集
委
員
会
編
『
陸
前
高
田
市
史
』
第
五
巻
民
俗
編
（
上
）、
陸
前
高
田
市
、
一
九
九
一
年
三
月
二
十
五
日

（
49
）
釜
石
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
釜
石
市
誌
』
通
史
、
釜
石
市
、
一
九
七
七
年
三
月
十
日

（
50
）
富
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
富
津
市
史
』
通
史
、
富
津
市
、
一
九
八
二
年
三
月
三
十
一
日

（
51
）
東
北
民
俗
の
会
編
『
陸
前
の
年
中
行
事
』
萬
葉
堂
書
店
、
一
九
七
一
年
六
月
二
十
日
、
一
四
八
頁

（
52
）
伊
藤
新
之
輔
「
卯
月
八
日
の
薬
師
信
仰
」『
伝
承
文
化
研
究
』
第
一
九
号
、
國
學
院
大
學
伝
承
文
化
学
会
、
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
日

（
53
）
前
掲
（
26
）
一
六
六
頁

（
54
）
前
掲
（
16
）

（
55
）
青
森
県
教
育
委
員
会
編
『
下
北
半
島
山
村
振
興
町
村 

民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
』
第
一
次
、
青
森
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年
三
月
三
十
一
日

（
56
）
甘
楽
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
甘
楽
町
史
』
甘
楽
町
、
一
九
七
九
年
九
月
三
十
日

（
57
）
前
掲
（
13
）

（
58
）
工
藤
睦
男
編
『
大
畑
町
史
』
大
畑
町
、
一
九
九
二
年
二
月
一
日

（
59
）
釜
石
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
釜
石
市
誌
』
通
史
、
釜
石
市
、
一
九
七
七
年
三
月
十
日
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（
60
）
東
北
歴
史
資
料
館
編
『
三
陸
沿
岸
の
漁
村
と
漁
業
習
俗
』
上
巻
、
東
北
歴
史
資
料
館
、
一
九
八
四
年
三
月
三
十
日
、
二
三
〇
頁

（
61
）
上
松
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
上
松
町
誌
』
第
二
巻
民
俗
編
、
上
松
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
十
九
日

（
62
）
前
掲
（
37
）

（
63
）
前
掲
（
10
）

（
64
）
青
森
市
史
編
集
委
員
会
民
俗
部
会
『
横
内
・
荒
川
の
民
俗
』
青
森
市
史
叢
書
３
民
俗
調
査
報
告
書
第
三
集
、
青
森
市
、
平
成
十
三
年
三
月
、
九
一
頁

（
65
）
青
森
市
史
編
集
委
員
会
民
俗
部
会
『
新
城
・
鶴
ヶ
坂
・
岡
町
・
戸
門
・
孫
内
の
民
俗
』
青
森
市
史
叢
書
５
民
俗
調
査
報
告
書
第
五
集
、
青
森
市
、
平
成
十
五
年
三
月
、
七
六
頁

（
66
）�

青
森
市
史
編
集
委
員
会
民
俗
部
会
『
後
潟
・
奥
内
・
油
川
・
内
真
部
・
西
田
沢
の
民
俗
』
青
森
市
史
叢
書
６
民
俗
調
査
報
告
書
第
六
集
、
青
森
市
、
平
成
十
六
年
三
月
、
一
一
四

頁

（
67
）�

夏
堀
謹
二
郎
「
ゆ
む
ぎ
餅
の
頃
か
ら
（
下
）
―
草
や
花
の
遊
び

―
」『
奥
南
新
報
』
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
五
月
二
十
五
日
付
（
青
森
県
環
境
生
活
部
県
史
編
さ
ん
室
編
『
青

森
県
史
叢
書
』
奥
南
新
報
「
村
の
話
」
集
成 
上
、
青
森
県
、
一
九
九
八
年
三
月
三
十
一
日
、
二
五
八
頁
所
収
）。「
村
の
話
」
は
、
青
森
県
八
戸
地
方
を
中
心
に
発
行
さ
れ
た
地
方

新
聞
『
奥
南
新
報
』
の
連
載
投
稿
記
事
。
な
お
、「
今
頃
」
と
い
う
の
は
標
題
の
「
ゆ
む
ぎ
餅
の
頃
」（
ヨ
モ
ギ
モ
チ
を
つ
く
る
頃
）
の
こ
と
で
、八
十
八
夜
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

著
者
の
夏
堀
謹
二
郎
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
か
ら
草
や
花
の
遊
び
が
始
ま
る
と
い
う
（
夏
堀
謹
二
郎
「
ゆ
む
ぎ
餅
の
頃
か
ら
（
上
）

―
草
や
花
の
遊
び

―
」『
奥
南
新
報
』

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
五
月
十
八
日
付
［
同
二
五
七
頁
所
収
］）。

（
68
）
前
掲
（
43
）
お
よ
び
伊
藤
新
之
輔
「
若
狭
地
方
の
松
尾
寺
参
り
」『
伝
承
文
化
研
究
』
第
一
六
号
、
國
學
院
大
學
伝
承
文
化
学
会
、
二
〇
一
九
年
七
月
三
十
一
日

（
69
）�

た
だ
し
、
岩
手
県
大
船
渡
市
旧
三
陸
村
越
喜
米
の
事
例
の
よ
う
に
、
特
定
の
山
岳
信
仰
と
花
見
の
場
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
女
人
禁
制
の
場
と
な
っ
た
り
、
登
る
前
に
潔
斎

が
必
要
に
な
っ
た
り
す
る
例
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
は
開
放
的
な
場
に
対
し
、
閉
鎖
的
な
場
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
元
々
は
開
放
的
な
場
で
あ
っ
た
が
、
山
岳
信
仰
の

影
響
で
生
じ
た
変
化
と
も
考
え
ら
れ
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
70
）
青
森
県
史
編
さ
ん
民
俗
部
会
編
『
青
森
県
史
』
民
俗
編
資
料
下
北
、
青
森
県
、
二
〇
〇
七
年
三
月
三
十
日

（
71
）
前
掲
（
19
）

（
72
）
群
馬
県
教
育
委
員
会
編
『
勢
多
郡
東
村
の
民
俗
』
群
馬
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
六
年
三
月
三
十
日
、
一
二
九
頁
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（
73
）
前
掲
（
14
）

（
74
）
伊
藤
新
之
輔
「
卯
月
八
日
の
竿
花 

―
天
道
花
習
俗
の
分
布
と
伝
承
内
容
―
」『
伝
承
文
化
研
究
』
第
一
八
号
、
國
學
院
大
學
伝
承
文
化
学
会
、
二
〇
二
一
年
六
月
二
十
日

（
75
）
兵
庫
県
加
西
市
西
笠
原
で
は
、
五
月
八
日
に
「
親
戚
な
ど
で
弁
当
を
持
っ
て
墓
へ
参
る
」（
前
掲
（
42
））
と
い
う
。

（
76
）�

な
お
、
こ
れ
を
山
か
ら
田
の
神
を
迎
え
る
籠
り
の
行
事
と
と
ら
え
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
三
月
十
六
日
に
す
で
に
農
作
の
神
を
迎
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
岩
手
県
釜
石
市
箱
崎
白
浜
で
は
、
三
月
十
六
日
は
「
ノ
ウ
ガ
ミ
サ
マ
が
種
を
持
っ
て
降
り
て
来
る
日
」
と
い
い
、
九
月
十
六
日
が
「
神
が
種
を
持
っ

て
昇
る
日
」
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
（
60
））。

（
77
）
柳
田
國
男
『
こ
ど
も
風
土
記
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
二
年
二
月
二
十
七
日
、
五
九
・
六
〇
頁
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